
株式会社 北九州パワー 
 

Ⅰ 法人の概要（令和 2 年 4 月 1 日現在） 

 1 所 在 地    北九州市小倉北区浅野三丁目 8 番 1 号 

 2 設 立 年 月 日    平成 27 年 12 月 1 日 

 3 代 表 者    代表取締役社長 千歳 昭博 

 4 資 本 金    60,000 千円 

 5 北九州市の出資金    14,500 千円（出資の割合 24.17％） 

 6 役 職 員 数（令和 2 年 7 月 1 日現在） 

  
人    数 

合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員 9 人 1 人 0 人 8 人 

 
常 勤 0 人 0 人 0 人 0 人 

非常勤 9 人 1 人 0 人 8 人 

職 員 8 人 1 人 0 人 7 人 

    

Ⅱ 令和元年度事業実績 

令和元年度の卸電力取引所（JEPX）における取引単価は、全国的に低下傾向であったが、特に九州

地区では、太陽光を始めとする再エネ電源の増加、原子力発電所の稼働、暖冬における電力需要の減

少等の要因により、年間平均で6.82 円/kWh(対前年比▲1.53 円)となった。 

当社は、調整電力をJEPX から仕入れており、この単価の低下に伴い、収益性が向上した。よって、

地域貢献策として料金改定（値下げ）を一部の需要家で適用した。また、これまで供給に積極的でな

かった高負荷施設や低圧需要家など新たな販路を獲得すべく営業展開を行い、競争激化の中でも安定

した収益を確保することが出来た。 

また、設立当初から行っているごみ発電の市内循環スキームに加え、令和元年5月北九州市、(株)

エネット、(株)NTT スマイルエナジーとの4 社間で締結された「環境・SDGｓに関する協定」を受け、

令和2年1月より北九州市民向けに卒FIT 太陽光の買取りを開始し、市内循環スキームの拡大に取り組

んでいる。 

結果、契約施設数596 件（前期末比＋109 件）、契約規模55,376kW（前期末比+6,108kW）、電力販売

量88,017MWh（前期比+6,826MWh）、売上高1,907,178 千円（前期比104.3%）と、経常利益186,696 千円

（前期比107.4%）、当期純利益124,882 千円（前期比113.1%）と大幅増益にて期了。当初の計画通り安

定した経営を実施することが出来た。 

 

 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

契約施設数（件） 146 469 487 596 

契約規模（kW） 18,508 51,692 49,268 55,376 

小売販売量(MWh) 32,528 83,110 81,191 88,017 



Ⅲ 令和元年度決算 

１ 貸 借 対 照 表 

                            令和2年3月31日現在（単位：円） 

資 産 の 部 負 債 ・ 純 資 産 の 部 

科  目 金 額 科  目 金 額 

  【流動資産】    【流動負債】  

    （現金・預金）        買  掛  金 194,180,392 

      現金及び預金 591,348,774       未  払  金 5,115,000 

        現金・預金 計 591,348,774       未払 費用 80,719,665 

    （売上債権）        預  り  金 280,873 

      売  掛  金 174,262,947       賞与引当金 2,068,000 

        売上債権 計 174,262,947       未払法人税等 30,085,800 

    （その他流動資産）        未払消費税等 16,257,700 

      未収 入金 104,540           流動負債  計 328,707,430 

      立  替  金 396,868   【固定負債】  

        その他流動資産  計 501,408       退職給付引当金 817,000 

          流動資産合計 

  【固定資産】 

    （有形固定資産） 

      建      物 

      工具器具備品 

        有 形 固 定 資 産   計     

(無形固定資産） 

       ソフトウェア 

         無 形 固 定 資 産   計     

（投資その他の資産） 

      敷      金 

        投資その他の資産  計           

固定資産合計 

766,113,129 

 

 

1,582,134 

1,408,868 

2,991,002 

 

4,345,365 

4,345,365 

 

48,400 

48,400 

7,384,767 

          固定負債  計 817,000 

負債の部合計 329,524,430 

純 資 産 の 部 

  【株主資本】 

     資  本  金 

     （利益剰余金） 

       利益準備金 

       ［その他利益剰余金］ 

         繰越利益剰余金           

利益剰余金 計 

             株主資本  計 

 

60,000,000 

 

300,000 

 

383,673,466 

383,973,466 

443,973,466 

純資産の部合計 443,973,466 

  

資産の部合計 773,497,896 負債・純資産の部合計 773,497,896 

 

 

 

 

 

 



２ 損益計算書 

自 平成31年4月 1日        

       至 令和 2年3月31日（単位：円）  

科   目  金   額  

【 売 上 高 】    

売 上 高  1,907,177,638  

   売 上 高 計   1,907,177,638 

【 売 上 原 価 】    

 仕 入 高  922,708,753  

  売上原価計  922,708,753 

  売 上 総 利 益   984,468,885 

【 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 】    

 販売費・一般管理費計 797,777,248  

 営 業 利 益   186,691,637 

【 営 業 外 収 益 】    

受 取 利 息  3,951  

   営 業 外 収 益 計  3,951  

【 営 業 外 費 用 】    

 営 業 外 費 用 計  0  

  経 常 利 益   186,695,588 

【 特 別 利 益 】  0  

【 特 別 損 失 】    

 特 別 損 失  0  

  税 引 前 当 期 純 利 益 （ 損 失 ）   186,695,588 

  法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税   61,813,501 

  当 期 純 利 益 （ 損 失 ）   124,882,087 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ 令和２年度事業計画 

地元電源を確保するため、平成31 年4 月より響灘地区の新設響灘火力発電所（バイオマス混焼発

電）から電源を調達している。ごみ発電と合わせた電力と需要量の過不足が最小化するよう単年度ご

とに調達量を検討していく。 

これまで同様、需要家層を厳選し、電源規模に適した契約規模の確保を目指す。収益的に薄くこれ

まで主の対象としていなかった低圧需要家、高負荷需要家層へのアプローチを図る。 

 

Ⅴ 令和２年度予算 

１ 予定損益計算書 

                            

自 令和 2 年 4 月  1 日 

                     至 令和 3 年 3 月 31 日（単位：千円） 

科目 金額 

売上高 

売上原価 

売上総利益 

 販売管理費 

営業利益 

 営業外収益 

経常利益 

2,186,834 

1,009,932 

1,176,902 

979,500 

197,402 

0 

197,402 

 

 

Ⅵ 役 員 名 簿 

令和 2 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

代 表 取 締 役 千 歳 昭 博  

取 締 役 富 高 紳 夫 北九州市環境局長 

取 締 役 山 田 達 哉 株式会社安川電機環境・社会システム事業部長  

取 締 役 松 岡 信 行 株式会社ソルネット専務執行役員 

監 査 役 藤 野 啓 介 株式会社福岡銀行常務執行役員 

監 査 役 吉 田 彰 宏 株式会社北九州銀行取締役執行役員 

監 査 役 吉 野 浩 実 株式会社西日本シティ銀行常務執行役員 

監 査 役 田 邉 雅 一 株式会社みずほ銀行北九州支店長 

監 査 役 井 倉  眞 福岡ひびき信用金庫理事長 

 


